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今月11月３日に国見中学校代表
として話し方大会に出場しまし
た。野球を通して得た体験を素
直に、そして率直に語る姿に感
銘を受けました。長い文章を原
稿を見ないで話すことすら大変
なのに、大勢の前で堂々と発表
してくれました。

自ら気づき、考え、判断し、主体的に行動できる生徒が育つ学校

文責　校長　陣内美紀11月13日発行

2025年

  10月24日（金）学習発表会は生徒一人一人のもっている力を発揮した
充実した内容でした。
　毎日、教室から聞こえてくる大きな歌声を聞くのが楽しみでした。
　合唱はクラスのカラーが如実に表れます。選曲はもとより歌い方、
ハーモニーを聴けば、そのクラスがどんな雰囲気かまでもよくわかり
ます。ひとりひとりの思いや音が重なり合って響く歌声は、聴く人の
心を揺さぶります。個性豊かな国見中学校の生徒が心をひとつにして
歌う姿に、感動させられました。

　　　指揮者賞

３－３　茶園蓮香さん

　　　伴奏者賞

３－２　松尾侑和さん

  　一方、審査をするのは大変でした。
甲乙つけがたいとはまさにこのことで、
どのクラスもそれぞれに素晴らしく、練
習の成果が表れていました。国見中の良
さは「やるときはやる」ことと「集団の
力の大きさ」です。
　それが十分に発揮された合唱コンクー
ルでした。　　　最優秀賞の３年２組

展示作品も力作ぞろいでした。美術作品、
総合のレポート、国語の詩や短歌、学習し
た和歌を現代語にアレンジした創作、家庭
科で制作した作品などが展示されました。
　日ごろの学習の成果が表れたレベルの高
い作品群でした。

都道府県対抗野球大会出場

敗者復活戦　優勝

伊万里市子ども話し方大会　

伊万里市小中学校連合PTA賞

去る11月1日～３日に伊豆で行わ
れた都道府県対抗野球大会に佐賀
県代表として出場しました。１番
センターでフル出場と大活躍しま
した。１回戦では東京都に惜敗し
たものの、敗者復活戦では見事優
勝。「試合を重ねるごとにチーム
がまとまっていく経験は得難いも
のだった」と語ってくれました。

3年
山口彩陽さん

3年
松本泰晟さん

だより

発表内容は裏面をご覧ください ▶︎



３年生の三者面談・１・２年生の保護者面談
が始まります！11月27日～　

大切な仲間
　　　　　　　　　　　　　　　　

　県の決勝戦。最終回。ツーアウト2塁。あと一つ

アウトを取ると優勝して九州大会の切符をつかめる

はずだった……。僕が送球ミスをしたことで、タイ

ブレークとなり逆転負け。僕が送球ミスをしなけれ

ば……。一つの目標であった九州大会出場の夢が消

えた。僕のせいで負けた試合だった。

　試合が終わって、たくさんの声援を背にベンチへ

戻った。僕は、みんなの顔を見ることができず、負

けたことすらわからないくらい頭が真っ白になっ

た。もう、野球無理かも。大事な場面でミスをした

自分が情けなく、怒りさえ覚えた。なぜ僕はあの場

面でちゃんと投げられなかったのだろうか。今まで

つらい練習も一緒に乗りこえてきた先生やチームメ

イトに対して申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

　そんな時、チームメイトの一人が僕に近寄ってき

た。

　「今日はお前のせいで負けた。だけど、お前が打

ってくれたけん、ここまで来られたとぞ。」

そのあまりのストレートすぎる言葉に正直グサッと

心に刺さったが、後から考えてみると、そのチーム

メイトは包み隠さず自分の気持ちを素直に伝えてく

れ、今まで努力してきたことを認めてくれたように

感じた。

　しかし、しばらくは気持ちが乗らず、チームメイ

トや野球のことを考えたくなかった。

伊万里市子ども話し方大会
入賞作品

伊万里市子ども話し方大会

入賞作品

3年生は進路決定の重要な面談です。

進路についてしっかりご家庭で話し合

い、決定したうえで臨まれてください。

　しばらくして、振り返ってみると、そのチームメ

イトは信頼しているからこそ、僕に本音をぶつけて

くれたのだと思う。僕たちは自然と中学校野球の集

大成である中体連で優勝し、九州・全国制覇するこ

とを心に誓った。今まで以上に、チームみんなで心

を一つにして練習に励んだ。

　国見中学校の野球部は、上下関係がしっかりして

いる中で、みんなとても仲が良く、学年関係なくお

互いに切磋琢磨し、練習に取り組んできた。楽しい

ことばかりではなく、つらく過酷な練習もあり、体

力的にも精神的にも追い込まれ、何度も逃げ出した

くなった。でも一人じゃなかったから乗り越えら

れ、今がある。

　今回の僕のエラーは、野球をしていたからと言っ

て誰もが経験することではなかったと思う。この経

験が、僕の人生に大きく関わり、野球に対する気持

ち、そして、大切な仲間との関係性を考えるきっか

けをくれた。また、自分自身を成長させ、自信を取

り戻した。再びグラウンドでプレーすることができ

た。これまで僕を支えてくれた仲間たち、先生、家

族へ。そして何より思いっきり中学野球ができた環

境に感謝したい。

　これからも僕は野球を続けていくことを決めた。

きっとこれからも楽しいことばかりではないだろ

う。でも僕は自分で選んだ道を胸を張って進んでい

きたい。それが僕に自信を取り戻させてくれた仲間

への、僕なりの感謝の表し方だ。

　

その前に・・・
来週19日（水）から
1・２年生中間テスト　３年生学年末テストが始まります
「勉強せんばよ」と言われるとやる気をなくすお年頃ですね。自分で目標を立てさせて親子
で共有し、温かく（難しいかとは思いますが）見守ってあげてください。


